







































本研究では，大腸癌手術ff:{~lJ を対象として，術前に損ll íL可能な，付舷糖錨に属する sial)・1 Tn抗原
--1:37，-
(STN)および細胞増殖を反映するといわれている argyrophilic nucleolar organizcr rugions 
(Agr¥O比s)に注目し，大腸癌の悪性度，予後との関連について検討している。血清STN値は肝転移およ
び腹膜播種性転移陽性例では陰性例に比べ有意に高備を示し.45C/ml以 kの症例の予後は不良であった。
しかし癌組織内のST:¥染色性は大腸癌の病理組織学的諸因子とは関連はみられなかゥた。血清ST:-J値
と組織STN染色性との闘係では.stromal typcの症例はapicaltypeよりもJ11r青STl¥{1直が有意に高値を
示した。癌細胞核中のAεNORs数の検討では.肝転移陽性例では陰性例に比べて有怠に高値を1)'した。
また.Ag':-JORs数が3_00以上の症例の予後は不良であった。治癒切除された大腸席の予後を，血清STN
値，血清CEA値.血清CA19-9値.AgNORs数で検討すると，血清STN値，血清CEA値による組み合わ
せが最も強く予後を反映した。
以上の成績は.血清8T1¥値は肝転移，腹膜播種性転移を反映する指標となり，極細胞核中のAgNORs
数は肝転移を反映する指標となり.さらに術前の血清CEA値と併用すれば，大腸癌の遠隔成績を惟測す
るのに有用であることを示している。かかる木研究成果は，大腸癌の悪性度の判定の指標として血清
STN値，癌細胞核中のAgNOH.s数が臨床上有用であることを示唆したものであり. よって著者は博士
(医学)の学位を授与されるに値するものと判定された。
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